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論文内容の要旨
〔目的〕
リウマトイド因子は、 Hollander のRA細胞に関する研究以来、慢性関節リウマチ(以下RA と略
す)における関節の炎症機転に関与するものとして新たに注目される様になった。
著者は関節液および流血中の白血球内の免疫グロプリン、補体、およびリウマトイド因子を免疫鐙
光法を用いて検索し、この検査が関節疾患の鑑別診断に有用であるか否かということと、関節のリウ
マトイド炎症の病理に免疫現象、とくにリウマトイド因子の存在がどの程度関与しているかを知ろう
とした。
〔方法および成績〕
関節液および未梢血は主として大阪大学医学部整形外科リウマチクリニックを訪れた関節炎患者か
ら採取した。疾患別には、炎症関節炎としてはRA64例、血清陽性の多発動脈炎、血清陽性の円形ル
ープス兼条発関節炎各 1 例、血清陰性の少数関節炎 4例、化膿性関節炎 2例、結核性関節炎 2 例であ
り、非炎症性のものとしては、関節症12例、梅毒性関節症 2 例、外傷性関節症4 例であり、総数90例
の膝関節液について検査した。関節液は採取後ただちに pH7.0 燐酸緩衝食塩水で稀釈、 1 ,000r. p. 
m. 15分遠沈し、沈?査を同じ緩衝液約50ml で 3 回以上洗って関節液細胞を採取した。ムチンはヒアル
ロニダーゼで除いた。この関節液細胞をスライドグラスに塗沫、一部はギムザ染色による細胞の分類
を行ない、他は低温でアセトン固定し畿光染色で観察した。未精血は採取直後に Difco 製 Blood Seｭ
paration Vial により白血球の懸濁液を得、関節液の場合と同様に処理した。
抗血清一抗人IgG ， IgM , IgA は免疫した家兎血清から Polyaminopol:γstyren による免疫吸着法で
とり出した。これらは免疫電気泳動像で一本の線を示し、純化されていることが確認された。家兎抗
人C3血清は硫安分画、 DEAE セルローズ、 Sephadex G -200の順で精製し、これも免疫電気泳動
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像で一本の線を示した。白血球封入体のリウマトイド因子活性をしらべるために用いた家兎抗羊血凝
集素はDEAE セルローズによる batch method で、 7S グロプリンとしてとり出した。以下R7SH
A と記す。
直接免疫告を光法による検索一これら単一特異免疫血清を Coons の方法により fluorescent isothト
ocyanate で標識し、また重告を光染色のために Silverstein の方法により rhodamin isothiocyanate 
で標識した。すべての標識抗体はモルモットの肝および腎粉末で吸収した。染色は遮光した湿室で37
OC20分盛光抗体を作用させ後光顕微鏡で観察した。細胞質内の頼粒が明瞭に緑色に光る細胞のみを染
色陽性とし、細胞質内の淡いびまん性の染色はとりあげなかったO
関節液白血球抽出物のリウマトイド因子の検索一前記の方法で採取した白血球を、アセトン、ドラ
イアイスでの凍結、 37"C温浴での融解を10回しり返して白血球を破壊し、これを遠沈、その上清につ
いてリウマトイド因子試験を行なった。
免疫告を光法による白血球封入体の検索で陽性の成績の場合は、主として多核白血球の原形質に抗人
免疫グロプリンによる緑色の強い盛光が見られ、核は黒く抜けて見えた。症例によっては単核細胞に
も強い畿光が見られた。
C3 の場合でも、抗R7SHA活性の場合でも同様の染色像であったO 対照実験により、以上の後光
が特異的であることを確認した。
関節櫛田胞内免疫グロプリン封人体の陽性率はRA群において IgG ，31. 9%、 IgA ，35. 9%、 IgM
64.1%であり、特にIgM の陽性率が高い。しかしRA以外の炎症関節炎でも IgG 60%. IgA 30%、
IgM 70%であり RA と差はない。非炎症関節炎では 1 例に IgG 陽性を認めるのみで、他はすべて陰
性であった。
C3封入体はRA群で、54.7% 、 RA以外の炎症関節炎で50%、非炎症関節炎では 0%であった。
R7SHA による陽性率(リウマトイド因子活性陽性率)はRA群で35.9%、 RA以外の炎症関節炎
では40%、非炎症関節炎では 0%であった。
RA群に 1すいて、血清リウマトイド因子試験成績と、佳光染色による関節液白血球封入体陽性率と
の関係を調べた。 C3 とリウマトイド因子活性は血清陽性、あるいは変動を示す症例では50%前後の陽
性率であるが、継続的に常に血清陰性の群では、二者とも 0%であったo
関節液白血球内各種免疫グロプリン、 C3 、リウマトイド因子活性の出現の相関について見ると、
IgA.IgG が陽性の場合は IgM もほとんど陽性であり、リウマトイド因子活性陽性の場合は C3 およ
び IgM も同時に存在することが多い。重蛍光染色を行なって二種以上の封入体が同時に同じ白血球
内に存在することを確認した。
流血白血球の告を光染色陽性率には疾患時特異性を認めなかった。
関節液白血球抽出物リウマトイド因子活性は、 RA群で32%、対照関節炎で8%に陽性であったが、
血清および関節液のリウマトイド因子試験成績、告を光染色法による抗R7SHA活性をもっ封入体と
の関連性は見られなかった。
〔総括〕
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告を光抗体法による関節液白血球内各種免疫グロプリンの検索は、これが関節の炎症度を反映するも
のとみなし得るので、 RA に特異的でなく、その鑑別診断に応用出来ない。
畿光R7SHA を用いて、白血球内抗R7SHA活性(リウマトイド因子活性)の検索をはじめて試
みた。この抗R7SHA活性および C3 も RA に特異的でないが、常に血清陰性のRAでは関節液白
血球内にみられなかったごとから、これらは血清リウマトイド因子の存在とある程度関連し、 RA の
関節の慢性炎症の病理の特異性に多少とも関与しているものと想像される。
論文の審査結果の要旨
この論文は、慢性関節リウマチその他の関節炎について、関節液細目包内の免疫グロプリン、 C3 、リウ
マトイド因子を告を光抗体法によって検索したものである。
告を光標識した家兎羊血球凝集素によって、関節j夜来剛包内のリウマトイド因子を可視化したのは、こ
の研究の独創性の一つである。
この研究成績は、関節内にむける免疫現象が関節炎症の慢性化に関与しているという仮設に対する
実証に役立つものである。
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